
Lesson         Using Evidence  
 

 
 
 

これまで学んだ内容で、身近な事柄についてディベートをすることは可能です。本課では、
リサーチの必要なトピックで試合の出来るように、証拠の使い方を学びます。まずは直接引
用の仕方を学び、次にグラフなども用いた間接引用の仕方を導入します。 

 
 
 

Section 1.  Direct Quotation (直接引用)   15分程度 + 20分程度  
  【Step 1 ～ Step3】 
① 教科書 p.35 [Step1]を開かせ、選択肢を読む時間を与えます。選択肢には、no 
information（情報無し）という項目があることに気をつけさせて下さい。 

 ② p.35のスピーチスクリプトを教員が１回読みます。 
 ③ 近くの生徒と解答を比べさせます。教員がもう１度読みます。 
④ 解答を確認します。 
  ⑤ [Step 2]の部分を用いて、直接引用に関するルールを説明します。また、p.34を

見せ、証拠カードの書き方も説明します。 
 ⑥ [Step3]の先ほど聞いたスピーチの証拠部分を、p.34の証拠カードを参照して訂
正させて下さい(リスニング問題の、no information だった情報を補わせます)。 
 
【Step 4 ～ Step6】 
① これまでに書いた立論を1つ用意させます。 
② p.36の証拠カードのコピーを１枚配ります。 
③ 自分の書いたスピーチに合う証拠を、今回は練習として想像して作らせ、証拠
カードを作成させます。 

④ 証拠カードをペアで交換させ、書き方のルールに従っているか確認させます。 
⑤ 数人の生徒から教員がカードを借り、書画カメラで写し正しくカードが記入さ
れているか確認し、解説します。  

⑥ 可能であれば、英作文における引用の仕方について簡単に触れてください。 
 
Section 1   
[Step 1]  (1) c  (2) d   (3) c  (4) c  (5) d     
[Step 3]   

A) 本課のねらい

B) 指導の流れ
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Section 2.  Indirect Quotation (間接引用)  10分程度 + 20分程度  
    
【Step 1】 
① 教科書p.38 [Step1]を開かせ、まずVocabulary List を口頭練習し、意味を確認
させます。右の p.39は見ないように言います。 

② リスニング課題を説明し、同じページの４つのグラフに目を通させます。 
③ p.39のスピーチスクリプトを教員が１回読みます。 
 ④ 近くの生徒と解答を比べさせます。 
⑤ 教員がスクリプトをもう一度読み、解答を確認します。 
 
【Step 2】 
  ① [Step 2]の部分を用いて、間接引用に関するルールを説明します。また、p.80を

見せ、証拠カードの書き方も説明します。 
 ② [Step3]の部分を使い、今回だけ証拠の創造（正確には捏造）を許し、証拠を用
意するよう指示をして下さい。。 

 ③ p.41の証拠カードに記入させます。  
④ 証拠カードをペアで交換させ、書き方のルールに従っているか確認させます。 

 
Section 3.  Doubting the Evidence (証拠を疑う)  １コマ + 15分 
    
【Step 1】 
① p37のコピーを配ります。宿題として、p.37の指示に従い、証拠を含む部分的な
否定側立論（議論の３要素のうち１つだけ）を書くように指示を出します。  
② 時間の余裕があれば、教員が原稿の添削をし、書き直しをさせます。 
③ グループ内で発表練習をさせた後に、時間の余裕があればクラスで全員に発表
させます。 

 
【Step 2】 
① p.42の表現を口頭練習させます。 
② 前半で作成したスピーチ原稿を用意させ、ペアを組ませます。 
③ １人が原稿を読みます。ただし、読み上げる人は証拠に関して何らかの情報を
意図的に言い忘れます（事前にどの情報を隠すか決めさせます）。その後で、も
う１人がp.83の表現を使って質問をします。 

④ 同じペアで、役割を変えて同じ事をさせます。 
⑤ ペアを変え、何度か練習させます。  

 
 
 

■ 日本語で書かれた資料を使い、証拠カードを作る場合  
使いたい証拠が英語で書かれていれば、そのまま書き写させる事ができますが、日本語
で書かれている場合は英訳する必要があります。英訳をさせる場合、表現が難しくなっ
たり、本当に直接引用で用いてよい精度の訳であるのか問題があります。そのため、直
接引用ではなく、「quote / unquote」を使わない要点だけを簡単な英語で述べる、間接
引用の形にさせた方が良いでしょう。  

C) 留意点



■ 評価に関して 
Section 3の Step 1は、証拠の用い方と話し方に関して評価をするための課題です。日
程的に余裕がない場合は、直接引用の証拠を用いて発表させて下さい。 
 
教科書では「証拠を探す」と指示がありますが、生徒の負担を踏まえ、今回だけ証拠を
創造（捏造）しても良いと指示して構いません。その場合は､実際の試合では決して許さ
れないと強調して下さい。 
 
■ リサーチ方法に関して 
証拠の探し方に関しては、図書館指導と合わせて行って下さい。参考として、グループ
ごとに Book 1の「Lesson 9. リサーチの仕方」のコピーを配布しても良いでしょう。た
だ、現在では生徒も主にインターネットを使った情報検索について詳しくなっています。
特別な指導をせずとも、おそらくは調べることが出来るのではと思います。大会に出場
する上では証拠集めは大切ですが、授業ではリサーチ指導は補足的に行って下さい（例
えば、資料を引用したければ、Japan Timesなど英字新聞の記事からのみ持ってくるこ
と。資料調べに時間をかけすぎないこと、など指示を出しても良いでしょう）。 
 
 
 

【テキスト について】
今後試合をするために、立論スピーチを書かせます。 つのトピックについて一度に書かせるので

はなく、少しずつ取り組ませても構いません。証拠の引用については、あまり調べることに時間を

かけすぎないように注意する必要があります。

こちらで扱われている つのトピックはそれぞれ「堅いトピック」であるとも言えます。話しや

すい、より日常的な語彙を使わせるトピックを用意しても良いでしょう。

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

■ 試合中の証拠の引用について 

証拠の使い方を学んでいるので、引用をすることはできます。ただし、スピーチ時間も

短いので、必ず何か証拠を用意して引用すること、という指示は出さない方が良いでし

ょう。 

 
■ 評価について 

試合を通して生徒の評価をすることは、現実的ではありません。筆記試験の形で、その

場で議論を 1つ読ませ、それに対する反論を書かせるなどが良いでしょう。 

 
■ クラス内試合の発展的行事について 

特に成績の良かったチームをクラス代表として、クラス対抗戦をする機会を特別活動の

時間などで設けると、より英語ディベートに対する学校内の認識と、他学年の生徒の動

機付けが高まると思います。スピーチ発表といった個人としての作業だけでなく、チー

ムとして鍛えた英語力を表彰される機会をぜひ設けてください。 

 

 

【これ以降の指導について】 

 ・課外活動として英語ディベートを続けたい生徒には、高校生向けの大会がいくつか開

催されていることを教えてあげてください。調査型も即興型も、それぞれこの 10年

間で高校生向け大会が定期的に開催されるようになりました。 

 ・英作文の授業、またリーディングの授業で、ぜひ英語ディベートを通して学んだスキ

ルをさらに伸ばしてください。生徒にも、英語ディベートの授業で学んだスキルは、

様々な場面で応用することができると繰り返し説明をすると良いでしょう。 

 

【巻末資料について】 

 ・巻末資料の 1 つ「授業で使える Short Debate」とほぼ同じ形式が使われている練習

大会も、各地で開催されています。ぜひこちらを部活動などでお使い下さい。 

 ・巻末資料には、日本語ディベート用のハンドアウトが含まれています。英語の授業な

いだけで終えずに、ぜひ他の教科でもディベートを取り入れてみてください。 

 ・2 種類の英作文日記帳を資料に加えました。授業に平行して、ただの日記以上に生徒

に楽しく書かせる活動もぜひさせてください。また、生徒が書いたものは、生徒同士

で読ませ、付属の「交換日記表」を記入させると良いでしょう。 

 

 

C) 留意点
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 Step 1    

 Step 2                                                                          
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 Step 3                                                                              

Let me quote what Mr. Goodman said in 2010: “(quote) people who are 

forced to keep standing in crowded trains are both mentally and physically 

exhausted, which will affect their performance. In short, they cannot make 

the most of their ability. (unquote) “ 

According to Daily Ikebukuro, “(quote) based on the studies available so far, 

we can conclude that morning persons are more likely to be attentive to 

lessons in the morning than night persons.(unquote)”   

  Step 4                                                 
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【Evidence card】 
1

People in crowded trains are very tired.

Let me quote what  
 Mr. GOODMAN, who is a researcher at Ikebukuro Health Center,  

said in ( 2010 ). 

According to       , (published on) (      ) (     ), (    ),  
     
 

 
Goodman, Benny. / researcher at Ikebukuro Health Center/  
Issues in Health Reform in Tokyo /  
2010 / Ikebukuro News Press  / p. 34

【Evidence card】 
2

If we come to school earlier. we can concentrate more on our study

 
According to Daily Ikebukuro   ,  

(published on) (  April  ) (  1st  ), (  2013  ),     
 

Daily Ikebukuro   
April 1st, 2011 / p. 3 / editorial 
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Part 2 

 Step 5     
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Evidence card (直接引用) 

Let me quote what 
      , who is   , said in (     ).  
 

According to    , 
(published on), (    ) (   ), (   ),  



Part 2 
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 Step 2                                                                   

 



Part 2 

Evidence card【Type B:  Indirect Quotation & Describing Graphs】 

Please take a look at this (    ).    
( )

 According to [ a book / an article ] written by   

, who is                            ,  in (     ),    
 

 According to   , 

(published on), (    ) (   ), (   ),  
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 Step 1                                  
 you wrote on page 24. E

 Step     

< >

< >

< >

[ ]



43 

Part 2 




